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一類感染症受け入れ体制整備研修会についてのアンケート 集計結果 

 

 

開催日：平成 11 月 14 日（東京）、11 月 29 日（大阪） 

参加者： 医師 、看護師 、その他（検査技師、事務、行政など） 
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参加人数 68

アンケート回答人数 61 75

アンケート回収率 89.7%
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自由意見 
今回の研修会に参加して、よかったこと、物足りなかったこと、今後のワークショップ等

でとりあげてほしい欲しい内容など、研究班に対する要望など 
 
【東京】 
〇研修会に関すること 
・参加者名簿を作成してほしい 
・受け入れ病院の話を聴いて、想定していなかったことに気づけた。 

実際に使えるマニュアルの改訂を目指したい 
・グループワークがあったらよかった 
・PPE について具体的な製品の比較などの検証があればよかった 
・検査部門の研修もお願いしたい 
・行政の参加も必要だと思った 
・厚労省・行政の参加も必要 
・今後もディスカッションできる場がほしい 
・各施設の現状（体制）がわかり、有意義だった 
・職種別のディスカッションがあればよかった 
・管理者向けにも研修してほしい（人員など） 
・検討事項を事前にアンケート配信し、みれる場にしてほしい 
・PPE 着脱についてもとりあげてほしい 
・新たな知見や事例の発表などの情報を定期的にアナウンスしてほしい 
 
〇実務に関すること 
・アイソレーターの型（車椅子、ストレッチャー）は研究班でオーソライズした方が良い 
・擬似症患者の受け入れをした際、必ず厚生労働省のリエゾンがくるような手引きにして

ほしい 
・保健所のマニュアルもほしい 
 
〇その他 
・初期対応のフロー図、チェックリストを各病院で使えるようなひな形を公開してほしい 
・一類感染症に関する最新の情報のサイト一覧がほしい 
・PPE の着脱の教育者の養成コースをつくってほしい 
 
 
 
 
 
 
 
 



【りんくう】 
〇研修会に関すること 
・アクセスの良い場所でお願いしたい 
・前回よりも充実した内容だった 
・廃棄物処理の詳細や人員など、マニュアルに記載されていないことを知ることができた 
・一類 WS で PPE の着脱もしてほしい 
・診療・ケアのフローを見直し、より安全で効率的な方法と訓練を続けていきたい 
・自治体側の WS もあればよいと思う 
・病院の意見や課題を聴く機会となり、有意義だった 
・受け入れをした病院の体験が参考になった 
・他施設の対応や経験からわかった問題点や良かった点が聴けたので参考になった 
・意見交換が参考になった 
・ざっくばらんにディスカッションできるよう、ランチョン形式をとってはどうか 
・今後も年 1 回程度開催してほしい 
・行政と意見交換ができてよかった 
・もっと意見交換したかった 
・具体的な内容が学べた 
・体制の見直しの参考になった 
・どの病院も同じ悩みを抱えていることがわかった 
 
〇実務に関すること 
・受け入れのマンパワーの問題。人員のやりとりについて考えてほしい（みなし公務員な

ど） 
・自施設で対応できるマンパワーは 1 週間程度である 
・受け入れ、治療の集約化を強く希望する 
・検査について統一的なものがないので、指針が欲しい 
・労務管理や補償について、現状より善処を望む 
 
〇その他 
・相談窓口やネットワークつくりをすすめてほしい 
・国の明確な方針が示されていないため、各病院が苦労している 
・スタンダードな基準を出してほしい（隔離解除基準、検査、機器、治療など） 
 








